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「作品 (1999年 )」

設置場所 :

1400mm‖ ×7400mmい J× 7500mmD

抽象的な形体を作るために私は私自身の変換のシステ

ムを用いてしヽる。

又、色彩は12箇の色相を4オクターヴの明度段階に展

開して用いている。

現代という都市文明に挑戦したい。
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染色造形家

KENICHI SUGANO

管 野 健 ―
神奈川県横浜市神奈川区白幡上田121-lフ

「彩華」
設置場所 :ギャラリーみその
1 920FlllHX3900mmい了X25mllD

宇宙のエネルギーのlFm在を自然の形象や人工的形体を

通して見つつ、その空間の中で心が何の東縛も受けず

に自由気儘に遊べる状況をオプテイカルに表現しまし

た。
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小 原 輝 子

T奮響憲T5曇7歯警里E五855-lo7

「書里吉里時間を亥1む国時計J

設置場lurl i東経 141・ 56′ 49″ 」ヒ緯39・ 22′ 23″

(岩手県吉望吉塁海ギニ園)

7000mmHX8000■ mヽⅣ×8000mttD
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地元関係者の希望に応えて、海をシンボブレにした立体

彫亥」等の形と素材を決め、正しい吉里吉里時間のため

の計算と製作を施し、陸中の美しい景色に恵まれた公

園で、日Iの方々の自慢の記念碑として毎日「時」を告
|

|
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げています。
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壁国家

MARIKO HAYASHI

林 まりこ
千葉県市サ|1市大和顧4-1613
1EL047-377-3031

「オリエントの患欧J

設置場所 :ホ テルオオクラ福岡
2400mmH× 3400mml1/

東洋を設計コンセプトとしたホテルのロビーラウンジ、

オリエンタルな宗教上の神秘と自然への崇敬を、日ざ

しや波によつて、又丈明の患吹を朱の色によつて表現
しました。この空間に浮遊するエネルギーを感じて下
さい。
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「文化・芸術と都市空間」
調査研究委員会

風土と都市空間

私たちが風土という言葉を聞かなくな

ってから久 ししヽ。都会に生活 していて、

たまに風土という言葉を聞くと懐かしさ

と同時に何か後ろめたい気持ちにさせら

れる。それは風土という懐かしくも大切

なものを忘 In、 裏切ってきた自分に恥 じ

る気持ちがあるからであろう。

風土とは「その土地の気候、気象、地

質、地形、景観などの総称である。J「歴

史を離れた風土もなければ、風土を離 rt

た歴史もない。」「家屋の様式は、風土と

のかかわりなしに成立 しない。J「住民の

慣習や文化に影響を及ぼすその土地の気

候、地形、地質など。」と言われている。

言葉を変えると「風土はそこに住む私

たちの家屋の様式、慣習、生活、文化を

規定する条件でありその結栗である。」と

言つてもいいであろう。

私たちを取り巻く今の社会はことこと

く風土に背を向けてきた。いや、それ以

上にFIl土 の束縛から逃れ、解放されるこ

とを望み実現化 してきた。都市の歴史は

それである。過乗Jなまでの人間の欲望の

肥大化。快適性、スピー ド、大量生産

大量消費、情報化、経済至上主義 (マネ

ーゲーム)、 そしてグローバルスタンター

ド。まさに、グローバルスタンター ドこ

そ風土の対極にあるものである。全ての

経済的垣根を取り払うことだから、ます

ます金に支配されるということだろう。

マネーゲーム (投資)は既に一般化し

つつあるから、突然垣根を越えてなだれ

込んでくる。経済のパワーは地域性など

顧慮しない。情報とタイミンクが金を生

むのでスピー ドがものをいう。大多数の

人間が住む都市環境はこの様な状況の中

に晒されている。有り余る情報と速すぎ

る変化に風土として熟成 し定着する時間

(歴史)が無さすぎる。

私たちは風土という言葉に懐かしさと

ともにむなしさを感するのだが、それは

既に後戻 りできそうもないことを知つて

いるからであろう。

便利さや快適さ、物質的豊かさ、有り

余る1青報が私たちを幸せにしただろうか。

それどころかもはや人類減亡までも視野

に入れざるを得ない状況になつてきたこ

とを誰もが実感 しだしたということでは

ないだろうか。

「風土Jというと「身土不二Jという

言葉を考えてしまう。これは読んで字の

ことく、肉体は土だということで、人間

は土から出来た作物で生かされ死んでま

た土に返つてゆくということだ。「十里四

方のもの、即ち歩いて手に入れられる範

囲のものを食べていればlll康になれる。J

と先人は教えている。

私の尊敬する百姓、赤峰勝人さんは雑

草を神草さん、虫を神虫さんと呼 il・ 「宇

宙に存在する全てのものは循環している。

今の地球でいちばん壊 /‐lているもの、い

ちばん修復 しなければならないもの、そ

/1aは 循環です。この宇宙に存在する全て

のものは様々に支え合い、お互いを生か

し合つています。水も空気も光も土も鳥

も虫も、そ して人間も、地球もです。何

が欠けてもいけません。何が秀でてもい

けません。宇宙には全てのものが同じ重

さで7i/要 なのです。宇宙の全てのもの

を一つにつなぐものが循環の環です。私

はそれを土まみれのニンジンから教えて

もらいました。」と述べている。

都市空間を考える上でもこの循環の環

を考えざるを得ない状況に来てしまつた

ようだ。

この様なことを考えながら、東京の街

の変化を長い間見続けている建築スの伊

郷さんと南千住から,夕 入、そ して向島ヘ

と一日歩き廻つた。

汐入は再開発による風土の落日を見る

ようだつた。新 しい高層マンシヨンを前

に、ほとんど住人の居なくなった路地や

空き地に春の草花が萌えさかつている。

まもなく再開発の都営マンシ∃ンに住む

という年配の男性は、地べたから離れる

こと、大切に育てた植木を残 していくこ

とに戸惑いを隠せないようだつた。そし

て、娘は世円谷に住むという。

長い歴史と土地に根ざした生活が、あ

っという間に更地になり、すでに隣りに

はケヤキ通りという名のどこでも見られ

るような立派な街区が出現 している。こ

この住人でもない私だが、この地で生き

てきた人たちの思いとその意味に想いを

巡らせ、言い知れぬ寂 しさを感 じ、そし

て、堤防上につくられたいくつもの青い

ホームレスの住まいと萌えさかる草花が

束の間のむなしい抵抗のように私には思

えた。

山本 誠

環境 造形デザイナー

□

空地に草が萌え、ホームレスの住まいが並ぶ、消えようとしている汐入のまち。(平成 ]1年4月 撮影)
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調査研究委員会

都市の中の風土

仕事が忙 しく机の前に拘束される日々

が続くと、無性に町へ出たくなる。病的

とも思われる徘徊の癖はなかなか治らな

い。

決められた散歩コースを歩くのもいい

のだが、目的もなく臭覚にまかせ歩くの

も楽しい。こく普通の風景の中に楽 しみ

がある。散歩の達人は多くいるが、永丼

荷風はその最たるものと誰もが認めると

ころだ。「断腸亭日乗」を読むと、彼が毎

日の散歩か llいかに多くのメッセージを

受け取つているかが分る。「断腸亭日乗J

は1917年 (大正 6)か ら彼の死の前日

1959年 (昭和34)に至る42年間の日

記であり、日]や風俗の推移が克明に記さ

れている。偏奇とも言える強い個性の持

ち主で、鋭い観察眼で改めて読むと我々

に警鐘を鳴らしているようにも受け止め

られる。

町歩きの楽しみは、発見の喜びといえ

る。生活感あふれる裏路地。誇らしげに

建つている洋館。また、石垣、門塀、橋

巡り、坂巡りなど定点をもつて日]を歩く

のも面白い。

それから、圧倒的な自然や歴史に触れ

たとき、占人の空間認識を探ることが出

来る。現在、都会人は中高層の建物に覆

われ、自然環境や地形を体感することは

ほとんどできない。しかし、そこにあつ

た建物が消え、その地形を目の前にした

とき、皮肉なことにはじめて風土という

言葉に向き合うことになる。再開発の現

場で、更地になつた日Iを歩いたとき、よ

くそのことが分るだろう。

つでは、町の姿を消 しつつある汐入の

町 (荒川区南千住 8丁 目)を訪れたとき

もそうであった。この町をはじめて訪れ

たとき、あろうはずもない海辺の町を連

想させられた。それは汐入の町が隅田川

の大きく蛇行する半月状の土地にあり、

大きな空が視界に入つたせいだろう。上

杉謙信の家臣 4名が落ちのびてきて、こ

の地に辿り着き農業を始めたと伝承され

ている。この町をはじめてつくつた人た

ちは、川が運んだ土砂が堆積した自然堤

の上に家を建てた。今でこそ背の高い防

波堤に囲まれているが、川は幾度となく

氾濫 し、開拓に際しては苦難の連続であ

つた。副業として胡粉の製造を行つてい

たが、ここで産する胡粉は能面や人形に

使用する良質のもので、幕末から明治初

期には生産量も多かつたという。田]中 に

今も見られる石臼は蛎穀を挽き、胡粉を

製造 していた名残である。

この地は、隅田川に北と東を囲まれ、

一種の袋小路を形成していた。橋は無く、

明治時代になりはじめて渡船場が許可さ

れた。そのため,夕 入はどの時代にも外の

町とはある意味において隔離された閉鎖

的な構造を持つていた。

ここに建つ旧家の建築の特徴は、川の

氾濫時の備えがあり、盛土をして道路よ

り高く屋敷地を構えていることである。

また、非常時に家則道具を上げるため屋

根裏部屋を付けていた。屋根裏部屋は土

間よりはしこで上がるようになっていた。

また、昭和63年の民族調査報告書によ

ると軒に田船を吊るし水害に備えていた

という。川との生活は切つても切りはな

せなかつた。ネバツチと呼ばれる土手の

枯土は左官材料として売りに出していた。

蜆や川魚が生活の支えであった。倉」設

100年 にもなろうとする造船所もある。

全てを飲み込んでしまう氾濫 した川の恐

ろしさは想像を絶するが、川は生活の場

であると同時に心のよりどころであつた。

'夕

入に限つた話ではなく年配の方々の

話を伺つていると、東京のどこでも川辺

で遊んだ話がよくでる。いかに私たちの

生活と水面・ lN遠くなったかが分る。

東京の田]は台地と低地によつて構成さ

れている。江戸城に近い台地の上は、l「

家地となり、また、台地と台地の間に亥J

隅田川と迷路のような路地の中に、江戸時代から住みつしヽた 日家が点在してしヽる8年前の汐入。(平成3年4月撮影)
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調査研究委員会

まれた低地は町人地として発達 した。港

区の高輪、白金台、文京区の本郷、西片

等には、明治以降武家地を受けた実業家

などの邸宅が多く残る。低地には町人地

が発達し、それを引き継ぎ商業が発達 し

ている。それぞれの日]は 、風土の中で長

い時間をかけ個性をつくつてきた。台地

の山手と低地の下町とではおのずと意識

が異なり、その異なつた意識をつなぐの

が坂である。低地へと水が集まり川とな

り谷を走る。したがつて谷におりる坂は、

川に出会い橋を渡る。山手と下町を川は

分断し、坂と橋は両者をつなぐ。しかし、

つでは多くの中小の河川は暗渠とな り、

東京の都市の性格は大きく変わつてきた。

文京区本郷を例に考察する。本郷は関

東大震災、戦災を免れた地域であり、歴

史的建物が多く残る地域でもある。本郷

三丁目交差点に今も続く老舗かねやすは、

「本郷もかねやすまでは江戸の内Jと呼ば

れたように、ここを限りに郊外の閑静な

土地が続いていた。武蔵野台地の東の端

にあたり、江戸切絵図によると加賀金沢

藩 前田家の上屋敷や高崎藩 松平右京

亮の中屋敷などの広大な大名屋敷が見ら

れる。前田家の上屋敷は明治になり文部

省が買い上げ東京大学となり、本郷の町

主が去り、1直本が茂る庭に 胡粉をl●Lいた国が残され

ていた。(平成]1年4月 撮影)

を学生の町として特徴づけてきた。台地

上には他にも中小の武家屋敷が広がつて

いる。これらの土地は明治以降、役人、

学者、実業家などの手に渡り、大邸宅が

並ぶお屋敷町となつた。現在では邸宅も

少なくなり、中高層のマンシ∃ンが建ち

並んでいる。司馬遼太郎は「本郷界隈

(街道をゆく)Jのなかでこの土地が近代

化を急ぐ日本が欧米文明を一手に受け入

れ、地方へ分ける役害Jを担つていたとす

る。

本郷台地の中央の尾根道 (現在の本郷

通り)は、かつての中山道 日光街道で

周辺は町屋であつた。ここは今も商業地

として栄えている。本郷は、坂の町とし

ても名が知られているが、その中でも菊

坂は本郷の坂の代表とされる。坂を下つ

たところにある伊勢屋は、貧しかつた樋

ロー葉が通 つた質店として有名である。

近くにlll□ ―葉の旧居llllが あるが、その

路地は往時を偲ばせてくれる。この周辺

の路地には長屋や間国の狭い住宅が密集

しており、下町気質が強く残つている。

先に述べたように、東京の構造を―言

で言えば台地 (山手)に対する低地 (下

町)であり、ここにもその一端を見るこ

とが出来る。

汐入の 日家。川が,E濫 したとき荷物を上げる屋根裏部

屋があり、車刊こま田船が吊さlnて しヽた。(平成3年撮影)

新しいtiサやき通り、歴史の記憶も生活の匂いもまる

で無い。(平成 11年 4月撮影)

風土という言葉が、自然環境、歴史的

環境といつた言葉と意を異にするのは、

それが経験に係わる系を持つからであろ

う。長い営みのなかで繰り返される生活

は、ゆるやかに変化 していく。人から人

⌒:算をとおして受け渡 し、記憶をつなげ

る。その作業が、風土を生み出すといつ

てよい。今日的な技術体系のなかでは、

引き継ぐといつた言葉は希薄である。

'夕

入の町では生産と消費の形がよく見

えた。それは経験を次に渡すのに十分な、

ゆるやかな時間が流れていたせいであろ

う。汐入のまちが消えてゆくのは、時間

の流れに追いつかなくなったとも思える。

本郷の町はその顔をなくヒノ、均質な空間

に変わろうとしてゆく。

風土とは、そこに暮らす人々の歴史そ

のものであり、自然環境と歴史環境、文

化、人、出来事など、空間の総体として

考えることが出来る。均質化 した都市ほ

どつまらないものはない。次世代に豊か

な環境を引き継ぐために、私たちの周り

の環境を見直す必要がある。あなたの家

の廻りを散歩 して大切な何かが見つかつ

たなら、そのひとつひとつがこれからの

町づくりに役立つに違いない。

建築家

伊郷吉信

□

樋□―葉が生活していた文京区菊坂付近の路地。・ F戸

よ現在も使用さllている。(平成8年撮影)
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時代の華一輪
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日本画家

TAI」 I HAMADA

濱 田 台 兒
東京都杉並区成田西23]2
TEL03-3311-7281

夏の花

花は牡丹である。中国では苦から花王

と称した、そ して冨黄り中とも云つた。

吾々日本画家は、冨黄花としてその美

を競つてきた。牡丹の色は、赤 自 墨

絵のような黒紫も魅力的である、然 し何

といっても代表は、薄桃色であろう、牡

丹の美の特長に大きな花弁の薄さであろ

うか、幽玄であろう。

牡丹については、私の郷里の近い所に

大根島という牡丹の島があつた。

冨貴花 第33回日春展 (1998)

梅原龍三郎先生、橋本明治先生等々の

先達もここの牡丹を愛 して描いた。

今春、松江日展が開かれ私も関係が有

るので、久し振りに大根島に車でいつた。

(以前は、舟で行くしかなかつた。)その

島の変り方は驚きとともに悲 しんだ、交

通が便利になつて昔の感じはなくなつた。

ここは、神の国で、神の作つたFIl景 を人

間の手でこわしてしまった。時代と云う

ことであろうか。

牡丹が終祖ば、菖蒲の花の鮮やかな色

彩が目に入る。葉が日本刀のように切れ

舞楽 納曽利 (龍 )

rヽ
ふ

や議

`

趙

ι末がしヽい。

以前、□一マに行つたときと思うが日

本館と云うのがあつて、前田青郁先生の

大作、菖蒲が飾つてあつた、豪快無類の

名品で、群青の色が美 しく特別のE日象的

で今も思い出される。異郷にあつて少 し

も異和感もなく誠に立派に感せらねた。

純日本画は、国際的の場にも素晴しい

ものと思われた。

さて、これか l―D桔梗も咲き露草 朝顔

等々咲き乱れ、やがて萩の花が美 しく優

しく風に揺れ始めれば秋が来るのである。

清秋 第23回日展 (1991)

沐

第29回日展

絹垣渡御 (伊勢神宮遷富) 第25回日展 (1933)富貴花 第7回「現美展」
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彫亥」家
KYUBEY KIYOMIZU

清 水  九 兵 衛

京都市東11区 五条橋東6569
TE 075-561 1959

建築と彫刻の狭間で

私が建築を学び始めたのはまさに大戦

勃発寸前といつた時代でした。したがつ

て海外の建築事情は当時の同盟国だつた

ドイツ、イタリヤのわずかな姿を垣間み

る程度にすぎませんでした。それにして

も、イタリヤの建築には殆ど彫亥Jが付髄

していましたが、それが彫亥」への視点の

移行に連なっていると言つていいでしよ

う。ですが、それを行動に移すことなど

は戦争を楽監視した夢の夢だつたのです。

兵役中は生還出来たことさえ不思議な程

で、奇 しくも生き残りはしたものの頭の

時計が動き始めるのには相当に時間がか

かりました。それだけに、これからを余

生と思えば、戦前の夢を夢のままに終わ

らせたくないという気持ちが先行 して、

総てを振り切つて東京芸大を目指 したの

です。建築への関心からも環境の中での

実材造形にひたすらひかれていた時代で

した。所が、思いがけない縁で陶器の世

界に身を置いてしまいましフたが、その後

抽象彫刻に転じ、ようやく初志でもあつ

た野外や建築に連携 した作品を主流にす

ることができました。本L幌から福岡にわ

たって多くの作品を作らせて頂き、それ

ぞれに思い出がありますが、とりわけ心

に残つているのは、大きさもさることな

がら、やはり、三井海上火災本社ビルの

作品だつたと思つています。制作課程で

これほど協力して頂いたのは当時として

は全く珍しいという気がしてなりません。

最近ではずいぶん建築現場の理解も得ら

れるようになりましたが、建築内での仕

事を始めました頃は鍔り職人と同一視さ

れ、みじめな思いをしたのも度々でした。

最初に取り組みました或るスポーツセン

ター内の壁面の仕事を思い出します。私

一人では到底出来る仕事ではなく、鋳造

会社の人たちの協力で何とか完成させま

■|ギ|■||■■
=■

■■■■嘉|

「朱竜」三井海上火災本社

-5-

したが、夜間より仕事をさせてもらえず

時には嫌がらせもあつてずいltiん苦 しみ

ました。これも今では思い出の一つと言

つていいのかもしれません。

所で、このような建築を対照にした意

識が作品の上にはつきりと出るようにな

つ た の は 南 画 廊 で 発 表 し ま した

(AFFIN ttYの継続)力 ら`でしようか。こ

れが屋外にも進出する切つ掛けになって

いると思つてしる のです。

ロ

アフィニティの継続 (現在 周多刻の森美術館)

「語り合いJ島根県立美術館
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ステンレスアトリエ 空

NAOYA SAKAGAMI

坂 上 直 哉
東京都調布雨西つつじケ丘2188
SATAビル30]

TEL03-3308-84]8

氏はPAの役害Jを次のようにとらえら

れていました。pre hiStonc(有 史以前 )、

アーティス トはコミュニテイにとつて大

切な人であり、アー トはコミュニティの

volce(声 )だ つた。しかし、今ではア

ー トの世界とSOCiety(社 会)は離れて

しまつている。PAはそれを修正するた

めにある。PAが地域社会にとつて有用

な 構 成 要 素 と な り得 る シ ス テ ム と

Ph osophy(哲 学)の構築をア ドミニ

ス トレーターとして模索 してきた。

アラン氏がこのゆような考えに至つた

背景には、米国のPAの状況変化があつ

たようです。

・ 1960年代は裕福なコレクターが作

品をバブリックスペースに寄贈した。

01970年代は作品が設置される場所

について考え始めた。

・ 1980年代は]ミ ュニテイが大切だ

と気づき、作品について皆と考えよ

うとし始めた。

・ 1990年代にはプロセスを大切にし

ようという動きが出てきた。

・ 1992年 からは皆の税金を使うアー

トの意味を考えるようになつてきた。

(phi10SOphy)

年代によつてPAの 目標も変化 してき

たと思われるが、配付さねた資料には

1988年 に定め られた 「メ トロアー ト

の諸目標」が3項目あげられていま tノたo

l)その土地固有、又は現地コミュニ

ティを反映したラン ドマークを創造

する。

2)アートワークは少なくとも 25年間

は持続するものでなければならない。

3)アー トワークは芸術 文化の破壊

行為に抵抗 しうるようなものであり

この変化の早い時代、PAが コミュニ

ティのマイン ドに深く根ざさなくてはな

らないという明瞭な哲学を持つた目標と

理解 しました。

スライ ドで紹介された 1990年 代の

ロスの事例の内、私が感銘を受けた2例

をあげてみます。

1 ロスのスラム街では、夕ヽ壁や橋な

どの公共物に所狭 しと落書きがあつ

た。ここはメキシヨやプエル トリコ

からの移民が多数を占め、麻薬、暴

動など問題の多い地域だつた。市と

コミュニテイとの話 し合いから、こ

の場に最も相応 しいPAは 、地域の

メンタリティを最も深く理解 してい

る落書きだと考え、落書きアーテイ

ス ト (?)に改めて市がお金を払い

壁画として落書きを依頼 した。

2 ロスのダウンタウンの一地域に大

きな石のころころころがつている空

き地があリホームレスの住み塚とな

っていた。一人のホームレスが、図

書館の本で見た日本庭園に感動 し、

知識を深め、彼なりの石庭を作つた。

それは地域住民はもとより遠来の客

を呼ぶほどの出来栄えとなつたの

で、市はその空き地を購入 し公園と

した。

最初からPAを 固定観念でとらえてい

たら視界に入つてこなかつたような事例

でした。コミュニテイと行政が自由な発

想で話 し合えるシステムと、それを支え

るソフ トという網の目があつたからこそ

実現したのでしよう。

後 日、氏 が 関与 さ れた メ トロPA

(B ue,Green,日 ed,の各Line)の ホー

ムページにアクセスしてみたところ、想

像以上に数多くのPAが設置されていま

した。個々のPAと コミュニテイ、サイ

トとの関係、アーテイス トの考え方が詳

細に書かれ、作品の成り立ちについての

情報を誰でもが入手可能なシステムにな

っており、その数とともに情報の濃密さ

に驚かされました。ロスのPAは ポス ト

モダン的な雰囲気をもつているようです

が、ポス トモダンの本質的な意味である

「場所の非特定性」、そして「深く遊びに

属するJという性格と|よ極めて遠い位置

にあり、「土着的」で、「キマジメ」なE日

象を受けました。

ロス市に於ける約20年 に渡るコミュ

ニティに対するPAの様々な試みに深い

尊敬の念を持ちます。しかし、場所性や

コミュニテイの背景についての知識はイ

ンターネット上だけなので明言は出来ま

せんが、そこから創造されたP∧には共

感できませんで した。講演でスライ ドを

見た調査委員の山本氏からも同様の指摘

がありま した。アラン氏のPAを倉」出す

る手法は、ソフ トと八― ドのキャッチボ

ールから夫々のボーダーを超えて作品を

生み出すものと理解 しています。ソフ ト

の背景に各地固有の多大な文化的要素が

ふくまれ、そこから文化の共有性を見い

だし、アーテイス トと共に地域社会に有

用性、豊かさを創出する「感性共感技術J

です。そのソフ トにより八一 ドを支持形

成する「循環式感性共感技術」と言えそ

うです。この点がグローバル化の時代に

はとても大t/Jなことに思えます。そのプ

ロセスとソフ トについて共感 しつ
~lも

、

そこから生まれたPAに共感が持てない

一― ―。異なる国のコミュニテイに属す

る私が共感できないのは、氏の手掛けら

れたPAが深く地域に根ざしつつある証

拠だと言えます。この事象に今後のPA

の本質があります。

異なる文化を背景に、多様な民俗がブ

ロック状に地域社会を形成 しているアメ

リカにおいては、PAが各コミュニテイ

の「和解や表明」のための道具に使われ

ていました。文化、風土の異なる日本に

おいては、道具としてPAは どのように

使われれば良いのでしようか。

生まれ育つた街や村には、自分が文化、

経済、風土、伝統、自然に所属 している、

あるいは人の世を越えた何ものかに包ま

5月 28日 、コトブキDlセ ンターにて、ロスアンゼルス交通局で長年アー ト・ア

ドミニストレーター (企画・管理・運営)と して活躍されているアラン中川氏を

招き、現在アメリカで実践されているパブリツクアー ト (PA)に対する新たな

試みについて請演していただきました。氏のスタンスを一度伺つただけで講演内

容を報告するのは、はなはだ心もとなく正確性に欠けているとは思いますが、PA

をテーマに活動をしている調査研究委員会風にまとめてみました。

■ 6-



llている、そういう不思議な感情や感覚

がかつてはありました。遊 l lkほ うけた里

山やせせらぎ、祭りの日の鎮守の森、一

つのコスモスであつた花街。人々はこの

様な地域に根ざした景観を “ゆりかこ
・

として育ちました。人が美 しく成熟する

ためには、人を育んだ景観を構成する物

や事が本質的な部分で持続 し繰り返され

ることが必要です。明治以降、多くの河、

海の護岸整備、街造り、道造り等の公共

事業は社会的機能を優先 し、地域社会や

個人の心への情緒機能を置き忘ねてきま

した。西欧やアジアと文化を異にしてい

る日本アイデンティテイが何処にあるの

か、その姿を景観の中に形象化するため

の道具としてアーティス トのvoiceは 有

効だと考えています。アイデンティティ

無きグローバル化は崩壊する危険性があ

ります。

かつて私たちは 剛青緒資源」に囲まれ

ていました。今、情緒資源がディスプレ

イの中にしかないのは 1/1し いかぎ りで

す。私たちはPAの関係をツールとして、

命を育てる「ゆりかこ」に資するPAの

可能1生を、アラン氏とは異なる背景の中

で試みたいと考えています。これは私た

ちのコミュニティが失いつつある 剛青緒

資源の再構築」です。情緒資源の再構築

のための比重の多くはパブリック=行政

にあります。ここで行政に最もお願いし

たい事は、PAや景観を考え、かつ選定

するにあたり、住民や専門家が構成員と

なるオープンシステムの協議会を発足 し

て欲 しいということです。アラン氏の発

言の中で私達が最も感銘を受けたのは

honest(正直)に話 し合うということ

でした。人は時代に則 したシステムが稼

働と構築の中で最もhonestに なれると

思います。

調査研究委員からのコメン ト

石丼博美委員

プロデューサー的な立場の人が、行政の

中に入つていけるシステムに感心 しまし

た。日本では、美術好きのお役人がパブ

リックアー トを手がけるといつた程度で

す。外部から人材を入れるのと、役所の

中からの当用とでは仕事と趣昧ほどの落

差があります。しかしお役人は街造 りの

仕事をしつつ曲がりなりにもやり切つて

いますからいくら好きとは言え立派なも

のだと思います。

竹村暢子委員

徳川時代より百年まだ、宮尊民卑の日本

と絶対的民主主義をFaln p ayを 最も尊

ぶUSAの 行政と市民のあり方がアー

ト以前にあると感 じました。

露口典子委員

E日象的だつた点は、メ トロアー トの目的

を達成するためのスタンダー ドの中で

「過去におけるコミュニティのプロフィ

ールを共有するJ事があげられた点だ。

あらゆる価値観のルツボにある米国が、

近代産業の中で樹立させてきたものはマ

ニュアル化だつた。その米国がプロフィ

ールを共有することに時間を害Jこ うとし

ている !

山本 誠氏

アー ト決定のプロセスをオープンにする

ことで政治的圧力や個人の力の話響を排

除している。これは見習うべき。  □
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中竹中工務店 常務取締役

E‖CHI MURAMATSU

村 松 映 一

東京都中央区銀座8-2]1
TEL03-3542-フ ]00

佐川美術館に想うこと

佐川急便創業40周年記念事業として

企画された佐川美術館は日本画家平山郁

夫氏と彫亥」家佐藤忠良氏の作品と中心に

展示 し、社会貢献と目的として文化事業

の一環として設立された。

琵琶湖をとりまく山並みを背景に、の

びや■lNな スケール感をもつ2棟の切妻屋

根で構成された美術館は、とり囲む水庭

にその姿を写し、建築とラン ドスケープ

の一体化した古来よりのこの地のぞぼく

で雄大な心象風景を再生 している。壁面

を構成する化粧コンクリー ト打放 しと屋

根の素材となっている亜鈴メッキステン

レスのモノ トーンな色彩、奥深い軒庇と

列柱の陰影が醸しだす禁欲的な表現がそ

の存在感を際立たせている。エン トラン

スホールヘと導く水庭沿いのプロムナー

ド、展示室への期待感をいやがうえにも

高揚させるモノリシックなエン トランス

ホールを基点としてそれぞれの展示室粂

と誘導する内外に渡る経路空間は、水の

多様な表現を親 じめるよう水庭を巡るシ

ークエンスとして構成されている。展示

室へ作品が特定できる常設展示を主とし

ているため適度に分節された室の連続と

なつている。日本画展示室は比較的小ぶ

りの展示室群で構成 し、その中で最も大

きな室は床の間を意図した展示方式で展

示物をひきたたせている。一方彫亥」展示

室は露出スポットライ トとライティング

ダク トによるフレキシブルな照明方式と

ボール ト天丼や外の見える室を設けるな

ど空間の変化のあしらいによりそれぞれ

展示物に患吹をもたらしている。

水をテーマとしたラン ドスケープ 建

築 アー トが三位一体となつた環境を創

造 しようとする意図を栗和田栄―委員長

(佐川急便社長)をはじめとする設立準備

委員会のメンバーとの細部に至る調整過

程においてその概念を全員が共有 し、買

徹したことがこの美術館の存在する意義

を高める結果になつたのではないかと思

われる。

なによりも感銘を受けたはプロムナー

ド前庭で、両手を広げて抱擁するように

人々を招き入れる女人裸像「萌」、プロム

ナー ド沿いの水庭から水 しぶきをたてな

がら飛び立ちあがらんばかりの躍動感溢

れる「蝦夷鹿J、 レス トラン沿いの通路の

水庭に静かに行むマン トを被つた女人像

「冬の像」はそれぞれの場にあつて不可欠

な存在となつて空間に緊張感を醸 しだし

ている。建物と彫亥Jは水庭と一体となつ

て見事な八―モニーを奏で、訪れる人々

の心を癒す。写真家村丼修氏は鋭い洞察

力と感性を持つてそのことを捉えている。

建物をつくる課程での緻密で厳格なシミ

ュレーションによる試行錯誤によつてつ

くりだされた成果ではないかと思われる。

「枠に入つて枠をいでよ」という佐藤忠良

氏の作品づくりの想いがこの美術館を魅

力ある作品に仕立てている。設計を担当

した川北英 内海慎介両氏にとつて貴重

な体験として記憶にとどめることになる

であろう。

写真は村丼修氏の撮影による。

□
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染色家

SHIZUE YUKIYOSHI

イラ 吉  志 津 枝

東京都lJ黒区東山1274
]Et 03-37]3-3228

「伝統と現代」

“
人と布“の歴史は古く、何千年もの前

に遡ります。世界各地には優れた染織品

が数多くあり、日本もその伝統を有する

国の 1つです。正倉院に残る品々をとつ

て見ても、その美 しさ技術の偉大さはと

もに、そ rlを 凌ぐものはその後出ていな

いとさえ言われています。又、小袖や能

装束、狂言の衣装、武将達の陣羽織、友

禅の着物、等々それらの素晴らしさには、

目を瞳るものがあります。

現代の染色はと言うと、様々な実験的

発表がなされ、“布
"の

可育劉生は日々新し

い展開を見せています。

1960年代、着物を染めるアルバイ ト

で、染色に出会いました。染色を勉強 し

たい |。 けれど通つていた美術大学では、

量産を念頭に置いたデザインヘの考え方

が主流だつたし、住み込みで技術を習得

した職人さん達には、太刀打ちできなか

つたし、
‐
独学

°
しか道はありませんでし

た。そんな私なりの紆余曲折を経ながら、

今は2つの方向の仕事をしています。

①現代的な建築空間との仕事や、日展や、

現代工芸展への出品、②身に纏う着物や

帯の仕事、この私の中での伝統と現代と

「扉J(1999年 3月

も言える2つの仕事の狭間で、どち・
~lか

を選ぶべきかと迷つたり、自信を喪失 し

たりしながら仕事を続けました。悩みな

がらの 10年間、多くのクリエーターた

ちと出会い、 1つ 1つの課題に取 り組ん

でいる内に、伝統的、現代的、とか区別

することはない、偉大な伝統に対する憧

憬はそのままに、今 自分が出来ること

をやればいいと言う気持ちになねたので

す。

伝統と言うものは
｀
かたち

'と
して外

側にあるものだけでなく、日本人である

私の身体の中に血として内側にあるよう

にも思えます。

今鮮やかに思い出すのは、幼い時に見

た、母の着物達です。特に “虫干 し
｀

と

言う行事の時の、興奮は忘れること|ま で

きません。開け放たれた部屋、部屋に、

衣桁や組に掛たれた着物の柄。四季の

花々の中に鳥や蝶 流水に貝、短冊、朝

顔、蜻蛉。金糸、銀糸の ii■ いとり、厚み

のある刺繍。50年を経た今もその色や

柄はくつきりと記憶の中に、生き続けて

います。すべて東京の大空襲の時焼失 し

てしまつたのですが 。

染色と言う技法に出会つて、様々な仕

事をする機会に恵まれました。着物では

花嫁衣装、振袖、留袖。建築空間では、

ホテルロビーに、染色タペス トリー、文

化施設のホールロビーに染色 した本と鏡

面ステンレスを組み合わせたレリーフ、

セラミックを使用 した、体育施設のロビ

ー壁画や、屋外のシンボルタワーc鶴ヶ

岡八幡宮の斉館の天丼に染布を張らせて

頂いたり、資生堂の 「花椿」の為に染め

た巨大な染布。林雅子先生設計の「森の

中のふたつ家」と言う美 しい別荘の染色

スクリーン。

どの仕事も出来上がる迄は、自分の力

では、とても無理なのではないかと、不

安なのですが、精一杯やつて完成 した時

の嬉 しさから、又新 しい仕事に挑戦して

しまうのです。

幼い時に受けた手仕事への感動が今も

私を手仕事へと駆 りたつているのかも知

れません。

コンピューターやあらゆる機械は、そ

の精度を高め、手で倉Jる何百倍もの早さ

でリアルな感覚や、テクスチユアを容易

にする時代になりました。こんな時代だ

からこそ、伝統に対する憧れを持ちなが

ら、自由に現代的な表現を探 し続けて行

きたいと思つています。

□

「夜」(木を染めたレリーフ)

現代工芸展出品作品) 振袖「花車J(1998年 )
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メタルで、21世紀の都市空間に美を創造する。
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